
１ɽ自己資本の状況

■ 自己資本比率の状況

　当会では、ଟ༷化するリスクに対Ԡするとともに、会員΍利用者のχーζにԠえるため、財務ج൫のڧ化を経営の
ॏ要՝୊として取り組Μでいます。内෦ཹ保の増Ճに౒めるとともに、業務のޮ率化等に取り組Μͩ݁Ռ、令和５年
3月末における自己資本比率は、12�96�となりました。

■ 経営の݈શ性の確保と自己資本の充実

　当会の自己資本は会員からのී௨出資金の΄か、ޙ配出資金によりௐୡしています。

ී௨出資金
߲ɹɹɹ໨ ಺ɹɹɹ༰

ൃ行主体 三ॏݝ信用農業協同組合連合会
資本ௐୡखஈのछྨ ී௨出資金
コア資本にかかるૅج項目に算ೖした額 286ԯԁ（લ年度286ԯԁ）

配出資金ޙ
߲ɹɹɹ໨ ಺ɹɹɹ༰

ൃ行主体 三ॏݝ信用農業協同組合連合会
資本ௐୡखஈのछྨ 配出資金ޙ
コア資本にかかるૅج項目に算ೖした額 401ԯԁ（લ年度401ԯԁ）

　当会におけるリスク管理とは、「経営ઓུ΍業務方針のୡ成に対するෆ確実性の要Ҽ、すなΘͪリスクを、当会と
してڐ容できるϨϕルまでௐ੔し、そのためにඞ要な施ࡦを行うこと」であり、そうした取り組みによͬて「当会経
営の҆定性を確保し、期଴される役ׂൃشがՄೳな状ଶをҡ࣋すること」を目తとしています。
　このようなߟえ方を౿まえ、۩体తな取り組みとして、Өڹ度がେき͘計ྔՄೳな財務上の諸リスクを中৺に、౷
合తなリスクの೺Ѳと管理を行ͬています。この౷合తなリスク管理において総体తにଊえたリスクを、自己資本を
ϕースとする経営体ྗと比ֱ・対照することによͬて、自己資本の充実度の評価を行ͬています。
　また、自己資本比率の算出にあたͬては、「自己資本比率算出規ఔ」および「自己資本比率算出事務खଓ」を制定し、
適正なプロηスにより正確な自己資本比率を算出しています。
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ïø）自己資本の構成 （単位ɿඦສԁ）

߲���������໨ ྩ࿨̏೥౓ ྩ࿨̐೥౓

コア資本にかかるૅج項目（１）
ී௨出資またはඇྦྷੵతӬٱ༏ઌ出資にかかる会員資本の額 122,972 123,500
うͪ、出資金および資本準උ金の額 68,752 68,752
うͪ、࠶評価ੵཱ金の額 ʵ ʵ
うͪ、利益剰余金の額 55,250 57,365
うͪ、֎෦ྲྀ出༧定額（˚） 1,029 2,617
うͪ、上ه以֎に該当するものの額 ʵ ʵ

コア資本にかかるૅج項目の額に算ೖされる引当金の合計額 5,902 5,795
うͪ、Ұൠ貸倒引当金および૬ޓԉॿੵཱ金コア資本算ೖ額 5,902 5,795
うͪ、適֨引当金コア資本算ೖ額 ʵ ʵ

適֨چ資本ௐୡखஈの額のうͪ、コア資本にかかるૅج項目の額にؚまれる額 ʵ ʵ
ެత機関による資本の増ڧに関する措置を௨͡てൃ行された資本ௐୡ
खஈの額のうͪ、コア資本にかかるૅج項目の額にؚまれる額 ʵ ʵ

౔地࠶評価額と࠶評価直લのா฽価額のࠩ額の࢛ेޒύーηンτに૬
当する額のうͪ、コア資本にかかるૅج項目の額にؚまれる額 ʵ ʵ

コア資本にかかるૅج項目の額� （イ） 128,874 129,295
コア資本にかかるௐ੔項目（２）
ແݻܗ定資産（Ϟーήージ・αーϏγング・ライπにかかるものをআ͘。）の額の合計額 70 44
うͪ、のれΜにかかるものの額 ʵ ʵ
うͪ、のれΜおよびϞーήージ・αーϏγング・ライπにかかるもの以֎の額 70 44

延੫金資産（Ұ時ࠩҟにかかるものをআ͘。）の額܁ ʵ ʵ
適֨引当金ෆ଍額 ʵ ʵ
証券化取引に൐い増Ճした自己資本に૬当する額 ʵ ʵ
ෛ債の時価評価により生͡た時価評価ࠩ額であͬて自己資本に算ೖされる額 ʵ ʵ
લ෷年金අ用の額 ʵ ʵ
自己保有ී௨出資等（純資産の෦に計上されるものをআ͘。）の額 ʵ ʵ
ҙ図తに保有しているଞの金融機関等の対৅資本ௐୡखஈの額 ʵ ʵ
গ数出資金融機関等の対৅ී௨出資等の額 ʵ ʵ
特定項目にかかるेύーηンτج準௒ա額 ʵ ʵ
うͪ、そのଞ金融機関等の対৅ී௨出資等に該当するものに関連す
るものの額 ʵ ʵ

うͪ、Ϟーήージ・αーϏγング・ライπにかかるແݻܗ定資産に
関連するものの額 ʵ ʵ

うͪ、܁延੫金資産（Ұ時ࠩҟにかかるものにݶる。）に関連する
ものの額 ʵ ʵ

特定項目にかかるेޒύーηンτج準௒ա額 ʵ ʵ
うͪ、そのଞ金融機関等の対৅ී௨出資等に該当するものに関連す
るものの額 ʵ ʵ

うͪ、Ϟーήージ・αーϏγング・ライπにかかるແݻܗ定資産に
関連するものの額 ʵ ʵ

うͪ、܁延੫金資産（Ұ時ࠩҟにかかるものにݶる。）に関連する
ものの額 ʵ ʵ

コア資本にかかるௐ੔項目の額� （ロ） 70 44
自己資本
自己資本の額（（イ）ʵ（ロ））� （ϋ） 128,804 129,250
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߲���������໨ ྩ࿨̏೥౓ ྩ࿨̐೥౓

リスク・アηοτ等（３）
信用リスク・アηοτの額の合計額 1,004,817 990,006
資産（Φン・バランス）項目 998,316 983,296
うͪ、経ա措置によりリスク・アηοτの額に算ೖされる額の合計額 ʵ ʵ
うͪ、ଞの金融機関等の対৅資本ௐୡखஈにかかるΤクスϙージャー
にかかる経ա措置を用いて算出したリスク・アηοτの額から経ա措
置を用いずに算出したリスク・アηοτの額を߇আした額（˚）

ʵ ʵ

うͪ、上ه以֎に該当するものの額 ʵ ʵ
Φϑ・バランス項目 6,500 6,709
$7Aリスク૬当額をീύーηンτでআして得た額 ʵ ʵ
中ԝਗ਼算期ؒ関連Τクスϙージャーにかかる信用リスク・アηοτの額 ʵ ʵ

ΦペϨーγϣφル・リスク૬当額の合計額をീύーηンτでআして得
た額 8,288 7,094

信用リスク・アηοτௐ੔額 ʵ ʵ
ΦペϨーγϣφル・リスク૬当額ௐ੔額 ʵ ʵ
リスク・アηοτ等の額の合計額� （χ） 1,013,106 997,101
自己資本比率
自己資本比率（（ϋ）ʗ（χ）） 12�71ˋ 12�96ˋ

（஫）１ɽ農協法第 11条の 2第 1項第 1߸の規定にجづ͘組合の経営の݈શ性を൑அするためのج準にかかる算ࣜにجづき算出しています。
なお、当会はࠃ内ج準を࠾用しています。

2ɽ当会は、信用リスク・アηοτ額の算出にあたͬては標準తख法を、適֨金融資産୲保の適用については信用リスク࡟減ख法の؆ศख法を、ΦペϨーγϣφル・
リスク૬当額の算出にあたͬてはૅجతख法を࠾用しています。ૅجతख法とは、1年ؒのૈ利益に 0�15を৐͡た額の直近 3年ؒのฏۉ஋によりΦペϨーγϣ
φル・リスク૬当額を算出する方法です。�
なお、1年ؒのૈ利益は、経常利益からࠃ債等債券ച却益・償ؐ益およびそのଞ経常収益を߇আし、役務取引等අ用、ࠃ債等債券ച却損・償ؐ損・償却、経අ、
そのଞ経常අ用および金銭の信託運用ݟ合අ用をՃ算して算出しています。

（単位ɿඦສԁ）
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ïù）自己資本の充実度に関する事項
　信用リスクに対する所要自己資本の額および۠分ごとの内༁ （単位ɿඦສԁ）

ྩ࿨̏೥౓ ྩ࿨̐೥౓

信用リスク・アηοτ Τクスϙージャー
の期末残高

㵁㴐㴆w㳹㴒㴚㴟額
B

所要自己資本額
CʹBʷ4ˋ

Τクスϙージャー
の期末残高

㵁㴐㴆w㳹㴒㴚㴟額
B

所要自己資本額
CʹBʷ4ˋ

ݱ 金 2,335 ʵ ʵ 1,763 ʵ ʵ
զがࠃの中ԝ੓෎および中ԝۜ行޲け 127,687 ʵ ʵ 76,487 ʵ ʵ
け޲の中ԝ੓෎および中ԝۜ行ࠃ֎ 6,898 140 5 8,068 680 27
ࠃ ࡍ 決 ࡁ ۜ 行 等 ޲ け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
զ が ࠃ の 地 方 ެ ڞ ஂ 体 ޲ け 94,471 ʵ ʵ 90,592 ʵ ʵ
け޲෦໳ڞの中ԝ੓෎等以֎のެࠃ֎ 902 450 18 1,000 548 21
ࠃ ࡍ 開 ൃ ۜ 行 ޲ け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
地 方 ެ ڞ ஂ 体 金 融 機 構 ޲ け 2,527 252 10 2,525 252 10
զ が ࠃ の ੓ ෎ 関 ܎ 機 関 ޲ け 65,879 6,587 263 63,406 6,340 253
地 方 三 ެ ࣾ ޲ け 7,017 525 21 6,968 515 20
金融機関および第Ұछ金融商品取引業者޲け 1,178,647 235,769 9,430 1,148,132 229,672 9,186
法 人 等 ޲ け 670,473 326,648 13,065 601,692 316,031 12,641
中小企業等޲けおよびݸ人޲け 262 190 7 287 207 8
఍ 当 権 ෇ ॅ ୐ ロ ー ン 8 2 0 6 2 0
ෆ ಈ 産 取 得 等 事 業 ޲ け 3,959 214 8 3,934 154 6
三 月 以 上 延 滞 等 993 142 5 820 1,115 44
取 ཱ 未 ࡁ ख ܗ 1,641 328 13 1,865 373 14
信 用保証協会等による保証෇ 1,634 162 6 1,701 168 6
ԉ機構等によるࢧ活性化ࡁ会ࣾ地域経ࣜג
保 証 ෇ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
出 資 等 16,562 16,562 662 16,607 16,607 664
（うͪ出資等のΤクスϙージャー） 16,562 16,562 662 16,607 16,607 664
（うͪॏ要な出資のΤクスϙージャー） ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

上 ه 以 ֎ 136,198 336,679 13,467 137,324 337,808 13,512
（うͪଞの金融機関等の対৅資本等ௐୡखஈのうͪ対
৅ී௨出資等およびそのଞ֎෦5-A$関連ௐୡखஈに
該当するもの以֎のものにかかるΤクスϙージャー）

14,552 36,381 1,455 13,844 34,610 1,384
（うͪ農ྛ中ԝ金ݿの対৅資本ௐୡ
खஈにかかるΤクスϙージャー） 117,953 294,884 11,795 117,953 294,884 11,795
（うͪ特定項目のうͪௐ੔項目に算ೖさ
れない෦分にかかるΤクスϙージャー） 705 1,763 70 830 2,076 83
（うͪ総ג主等のٞ決権のඦ分のेを௒えるٞ決権
を保有しているଞの金融機関等にかかるそのଞ֎
෦5-A$関連ௐୡखஈに関するΤクスϙージャー）

ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
（うͪ総ג主等のٞ決権のඦ分のेを௒えるٞ決権を保有
していないଞの金融機関等にかかるそのଞ֎෦5-A$関連ௐ
ୡखஈのうͪ、そのଞ֎෦5-A$関連ௐୡखஈにかかるޒύ
ーηンτج準額を上ճる෦分にかかるΤクスϙージャー）

1,327 1,991 79 3,085 4,628 185

（うͪ上ه以֎のΤクスϙージャー） 1,659 1,658 66 1,610 1,609 64
証 券 化 3,505 701 28 2,356 471 18
（ う ͪ 4 5 $ 要 件 適 用 分 ） ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
（ う ͪ ඇ 4 5 $ 要 件 適 用 分 ） 3,505 701 28 2,356 471 18

࠶ 証 券 化 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
リスク・΢Σイτのみなし計算が適用される
Τ ク ス ϙ ー ジ ャ ー 76,180 79,458 3,178 80,046 79,056 3,162
（ う ͪ ル ο ク ス ル ー 方 ࣜ ） 76,180 79,458 3,178 80,046 79,056 3,162
（ う ͪ Ϛ ン デ ー τ 方 ࣜ ） ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
（ う ͪ ֖ વ 性 方 ࣜ 2 5 0 ˋ ） ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
（ う ͪ ֖ વ 性 方 ࣜ 4 0 0 ˋ ） ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
（うͪϑΥールバοク方ࣜ） ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

経ա措置によりリスク・アηοτの額に算ೖされるものの額 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
ଞの金融機関等の対৅資本ௐୡखஈにかかるΤク
スϙージャーにかかる経ա措置によりリスク・ア
ηοτの額に算ೖされなかͬたものの額（˚）

ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

標準తख法を適用するΤクスϙージャーผ計 2,397,787 1,004,817 40,192 2,245,587 990,006 39,600
̘ ̫ ̖ リ ス ク ૬ 当 額 ʸ ８ ˋ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
中ԝਗ਼算機関関連Τクスϙージャー ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

合計（信用リスク・アηοτの額） 2,397,787 1,004,817 40,192 2,245,587 990,006 39,600
Φ ペ Ϩ ー γ ϣ φ ル ・ リ ス ク に
対 す る 所 要 自 己 資 本 の 額
ʻ ج ૅ త ख 法 ʼ

ΦペϨーγϣφル・リスク૬
当額を８ˋでআして得た額 所要自己資本額 ΦペϨーγϣφル・リスク૬

当額を８ˋでআして得た額 所要自己資本額
̰ ̱ʹ̰ʷ４ˋ ̰ ̱ʹ̰ʷ４ˋ

8,288 331 7,094 283

所 要 自 己 資 本 額
リスク・アηοτ等（分฼）合計 所要自己資本額 リスク・アηοτ等（分฼）合計 所要自己資本額

̰ ̱ʹ̰ʷ４ˋ ̰ ̱ʹ̰ʷ４ˋ
1,013,106 40,524 997,101 39,884

（஫）１ɽ「リスク・アηοτ額」のཝには、信用リスク࡟減ޮՌ適用ޙのリスク・アηοτ額を原Τクスϙージャーのछྨごとにه載しています。
　　ç２ɽ「Τクスϙージャー」とは、リスクにさらされている資産（Φϑ・バランスをؚΉ）のことをいい、۩体తには貸出金΍有価証券等が該当します。
　　ç３ɽ「三月以上延滞等」とは、元本または利ଉのࢧ෷が約定ࢧ෷೔のཌ೔から３か月以上延滞している債務者にかかるΤクスϙージャーおよび「金融機関および第

Ұछ金融商品取引業者޲け」、「法人等޲け」等においてリスク・΢Σイτが 150ˋになͬたΤクスϙージャーのことです。
　　ç４ɽ「出資等」とは、出資等Τクスϙージャー、ॏ要な出資のΤクスϙージャーが該当します。
　　ç５ɽ「証券化」とは、原資産にかかる信用リスクを༏ઌྼޙ構଄のあるೋ以上のΤクスϙージャーに֊૚化し、そのҰ෦またはશ෦を第三者にҠసする性࣭を有す

る取引のことです。
　　ç６ɽ「上ه以֎」には、未決ࡁ取引・そのଞの資産（ݻ定資産等）・ؒ઀ਗ਼算ࢀՃ者޲け・信用リスク࡟減ख法として用いる保証またはクϨジοτ・デリバティブ

の໔੹額がؚまれます。
　　ç７ɽΦペϨーγϣφル・リスク૬当額の算出にあたり、当会ではૅجతख法を࠾用しています。
　ç　　　ʻΦペϨーγϣφル・リスク૬当額を８ˋでআして得た額の算出方法（ૅجతख法）ʼ

　　（ૈ利益（正の஋の৔合にݶる）ʷ 15ˋ）の直近３年ؒの合計額　ʸ８ˋ　　　　　　 直近３年ؒのうͪૈ利益が正の஋であͬた年数
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２ɽ信用リスクに関する事項
■ リスク管理の方針およびखଓの概要
　信用リスクとは、信用ڙ༩ઌの財務状況のѱ化等により資産（Φϑ・バランス資産をؚΉ）の価஋が減গないしফ
失し損失をඃるリスクのことです。当会は信用リスクを、収益֫得にࡍしೳಈతに取得するリスクのͻとつとして位
置づけ、とりΘけ貸出金の信用リスクについては、内෦֨෇制度にجづ͘適正なϙーτϑΥリΦ運営・管理および収
益管理を行うことにより、適切に管理しています。
　信用リスク取引にかかる経営ઓུにجづ͘年ؒの対処方針、運用方針等は、理事௕以下で構成する企ը会ٞまたは
A-.委員会において৹ٞのうえ、理事会において決定しています。また、理事௕以下で構成するリスク管理委員会
をຖ月開࠵し、当会が保有するリスクྔ΍リスク内容を೺Ѳするとともに、状況にԠ͡て対Ԡ方針を協ٞ・決定して
います。
　༩信৹査については、営業෦໳からಠཱした৹査所管෦をઃ置し、ݸผ内෦֨෇の決定、ݸผ༩信৹査、େ口༩信
ઌ等の信用状況のϞχλリング、自己査定における第ೋ次査定の実施を௨͡て、デϑΥルτ等に൐う損失を࠷小ݶに
཈え適正なリλーンの確保を図ͬています。

当会における貸倒引当金の計上は、「資産の償却・引当要ྖ」にجづき計上しています。
˓実࣭破୼ઌ・破୼ઌに対する債権について、債権額から୲保の処分Մೳࠐݟ額および保証によるճ収Մೳࠐݟ額を
。ผ貸倒引当金として計上していますݸআした残額を߇
˓破୼ݒ念ઌに対する債権について、債権額から୲保の処分Մೳࠐݟ額および保証によるճ収Մೳࠐݟ額を߇আし、
その残額のうͪඞ要とೝめる額をݸผ貸倒引当金として計上しています。
˓要஫ҙઌ（要管理ઌؚΉ）・正常ઌに対する債権について、主としてޙࠓ 1年ؒの༧૝損失額またはޙࠓ 3年ؒの
༧૝損失額をࠐݟΜͩ額をҰൠ貸倒引当金として計上しています。
（஫）「༧૝損失額」とは、1年ؒまたは 3年ؒの貸倒実績をૅجとした貸倒実績率のաڈのҰ定期ؒにおけるฏۉ஋にجづき損失率をٻめ、これにকདྷࠐݟみ

等ඞ要なम正をՃえて算定したもののことです。

■ 標準తख法に関する事項
　当会では自己資本比率算出にかかる信用リスク・アηοτ額はࠂ示に定める標準తख法により算出しています。ま
た、信用リスク・アηοτの算出におけるリスク・΢Σイτの൑定にあたり࢖用する֨෇等は次のとおりです。
①リスク・΢Σイτの൑定にあたり࢖用する֨෇は、以下の適֨֨෇機関によるґཔ֨෇のみ࢖用し、ඇґཔ֨෇は
。用しないこととしています࢖

ద֨֨෇ؔػ

会ࣾ֨෇౤資情報ηンλー（3�*）ࣜג
所（J$3）ڀݚ会ࣾ೔本֨෇ࣜג
Ϝーディーζ・インϕスλーζ・αーϏス・インク（.PPEZ`T）
4�1 グローバル・Ϩーティング（4�1）
ϑィονϨーティングスリϛテου（'JUDI）
②リスク・΢Σイτの൑定にあたり࢖用するΤクスϙージャーごとの適֨֨෇機関の֨෇またはΧンτリー・リスク・
スコアは以下のとおりです。

ΤΫεϙʔδϟʔ ద֨֨෇ؔػ ΧϯτϦʔɾϦεΫɾείΞ

中ԝ੓෎および中ԝۜ行 ೔本๵қ保険
けΤクスϙージャー޲開ൃۜ行ࡍࠃ 3�*、J$3、.PPEZ`T、4�1、'JUDI
金融機関޲けΤクスϙージャー ೔本๵қ保険
法人等޲けΤクスϙージャー（௕期） 3�*、J$3、.PPEZ`T、4�1、'JUDI
法人等޲けΤクスϙージャー（୹期） 3�*、J$3、.PPEZ`T、4�1、'JUDI

（஫）「リスク・΢Σイτ」とは、当該資産を保有するためにඞ要な自己資本額を算出するためのֻ目のことです。
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ïø）信用リスクに関するΤクスϙージャー（地域ผ、業छผ、残ଘ期ؒผ）および三月以上延滞
Τクスϙージャーの期末残高 （単位ɿඦສԁ）

ྩ࿨̏೥౓ ྩ࿨̐೥౓
৴༻ϦεΫ
ʹؔ͢ΔΤ
Ϋεϙʔδ
ϟʔͷߴ࢒

Ҏ্Ԇ݄ࡾ
଺ΤΫεϙ
ʔδϟʔ

৴༻ϦεΫ
ʹؔ͢ΔΤ
Ϋεϙʔδ
ϟʔͷߴ࢒

Ҏ্Ԇ݄ࡾ
଺ΤΫεϙ
ʔδϟʔ

͏ͪ
ିग़ۚ౳ ݊࠴ͪ͏

͏ͪళ಄
σϦός
Οϒ

͏ͪ
ିग़ۚ౳ ݊࠴ͪ͏

͏ͪళ಄
σϦός
Οϒ

ࠃ 内 2,278,706 409,443 642,294 ʵ 993 2,110,491 358,396 560,706 ʵ 120
ࠃ ֎ 39,395 ʵ 39,395 ʵ ʵ 52,222 ʵ 52,222 ʵ ʵ
地域ผ残高計 2,318,101 409,443 681,690 ʵ 993 2,162,714 358,396 612,928 ʵ 120

法

人

農 業 5,460 5,460 ʵ ʵ ʵ 5,636 5,636 ʵ ʵ ʵ
ྛ 業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
ਫ 産 業 40 40 ʵ ʵ ʵ 19 19 ʵ ʵ ʵ
੡ ଄ 業 139,610 32,887 93,853 ʵ ʵ 133,973 34,929 88,827 ʵ ʵ
߭ 業 338 338 ʵ ʵ ʵ 295 295 ʵ ʵ ʵ
ઃ・ෆಈ産業ݐ 75,522 34,397 36,856 ʵ 150 73,968 35,309 34,331 ʵ 43
Ψス・೤・ؾి
ਫಓ業・څڙ 86,335 8,019 74,594 ʵ ʵ 94,701 12,779 78,362 ʵ ʵ

運༌・௨信業 77,870 21,997 50,131 ʵ ʵ 76,226 21,299 50,082 ʵ ʵ
金融・保険業 1,586,938 234,274 166,156 ʵ ʵ 1,494,642 179,126 157,049 ʵ ʵ
Էച・小ച・ҿ
৯・αーϏス業 104,242 45,506 51,834 ʵ 838 99,905 45,497 49,506 ʵ 72

೔本ࠃ੓෎・
地方ެஂڞ体 222,158 25,942 195,538 ʵ ʵ 167,079 22,927 143,429 ʵ ʵ

上 ه 以 ֎ 5,536 169 1,400 ʵ ʵ 5,572 223 3,400 ʵ ʵ
ݸ 人 408 408 ʵ ʵ 4 352 352 ʵ ʵ 4
そ の ଞ 13,636 ʵ 11,323 ʵ ʵ 10,340 ʵ 7,938 ʵ ʵ
業छผ残高計 2,318,101 409,443 681,690 ʵ 993 2,162,714 358,396 612,928 ʵ 120
1 年 以 下 1,256,740 128,495 33,379 ʵ 1,174,477 89,362 20,916 ʵ
1年௒3年以下 114,792 40,639 55,105 ʵ 110,496 50,577 43,886 ʵ
3年௒5年以下 123,786 64,747 57,322 ʵ 161,150 52,738 108,411 ʵ
5年௒7年以下 146,043 23,826 122,216 ʵ 164,843 30,510 134,332 ʵ
7年௒10年以下 163,233 28,175 135,057 ʵ 109,361 24,582 84,779 ʵ
10 年 ௒ 318,649 53,066 265,583 ʵ 263,137 52,173 210,963 ʵ
期 ݶ の 定 め
の な い も の 194,855 70,492 13,024 ʵ 179,248 58,450 9,638 ʵ

残ଘ期ؒผ残高計 2,318,101 409,443 681,690 ʵ 2,162,714 358,396 612,928 ʵ
（஫） １ɽ信用リスクに関するΤクスϙージャーの残高には、資産（自己資本߇আとなるもの、リスク・΢Σイτのみなし計算が適用されるΤクスϙージャーに該当す

るもの、証券化Τクスϙージャーに該当するものをআ͘）ならびにΦϑ・バランス取引および೿生商品取引の༩信૬当額をؚみます。
　　　２ɽ「うͪ貸出金等」には、貸出金の΄か、コϛοτϝンτおよびそのଞのデリバティブ以֎のΦϑ・バランスγーτ・ΤクスϙージャーをؚΜでいます。�

なお、コϛοτϝンτとは、契約した期ؒ・融資࿮のൣғ内で、お٬さまのご੥ٻにجづき、金融機関が融資を実行することを約ଋする契約における融資Մ
ೳ残額のことです。

　　　３ɽ「店頭デリバティブ」とは、スϫοプ等の金融೿生商品のうͪ૬対で行Θれる取引をいいます。
　　　４ɽ「三月以上延滞Τクスϙージャー」とは、元本または利ଉのࢧ෷が約定ࢧ෷೔のཌ೔から３か月以上延滞しているΤクスϙージャーをいいます。
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ïù）貸倒引当金の期末残高および期中増減額
B　貸倒引当金の期末残高および期中の増減額
58ページをごཡͩ͘さい。

C　業छผのݸผ貸倒引当金の期末残高・期中増減額および貸出金償却の額 （単位ɿඦສԁ）

ྩ࿨̏೥౓ ྩ࿨̐೥౓
ผି౗引౰ۚݸ

ିग़ۚ
ঈɹ٫

ผି౗引౰ۚݸ

ିग़ۚ
ঈɹظ٫ɹट

ߴɹ࢒
ɹதظ
૿Ճֹ

গֹݮதظ ຤ظ
ߴ࢒

ɹटظ
ߴɹ࢒

ɹதظ
૿Ճֹ

গֹݮதظ ຤ظ
໨తߴ࢒

༺࢖ ͦͷଞ ໨త
༺࢖ ͦͷଞ

๏ɹ
ɹ
ɹ
ਓ

農 業 47 65 ʵ 47 65 ʵ 65 32 47 17 32 47
ྛ 業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
ਫ 産 業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
੡ ଄ 業 85 0 83 1 ʵ 83 ʵ 6 ʵ ʵ 6 ʵ
߭ 業 372 326 ʵ 372 326 ʵ 326 282 ʵ 326 282 ʵ
ઃ・ෆಈ産業ݐ 4,436 3,770 557 3,878 3,770 ʵ 3,770 3,760 ʵ 3,770 3,760 ʵ

Ψス・೤・ؾి
ਫಓ業・څڙ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

運༌・௨信業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
金融・保険業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
Էച・小ച・ҿ
৯・αーϏス業 906 859 ʵ 906 859 ʵ 859 140 592 267 140 ʵ

上ه以֎ 0 0 ʵ 0 0 ʵ 0 74 ʵ 0 74 ʵ
ݸ 人 7 6 ʵ 7 6 ʵ 6 6 ʵ 6 6 ʵ

業 छ ผ 計 5,855 5,030 640 5,214 5,030 83 5,030 4,303 640 4,389 4,303 47
（஫）１ɽҰൠ貸倒引当金については業छผの算定を行ͬていないため、ݸผ貸倒引当金のみه載しています。
　　ç２ɽચସ表示となͬています。
　　ç３ɽ当会ではࠃ֎への貸出を行ͬていないため、地域ผ（ࠃ内・ࠃ֎）の開示をলུしています。
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ïú）信用リスク࡟減ޮՌצҊޙの残高およびリスク・΢Σイτ1250ˋを適用する残高（単位ɿඦສԁ）

ྩ࿨̏೥౓ ྩ࿨̐೥౓
֨෇͋Γ ֨෇ͳ͠ ܭ ֨෇͋Γ ֨෇ͳ͠ ܭ

৴
༻
Ϧ
ε
Ϋ
࡟
ݮ
ޮ
Ռ
צ
Ҋ
ޙ
࢒
ߴ

̌� ʵ 330,157 330,157 ʵ 231,351 231,351
２� ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
４� ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
10� ʵ 71,934 71,934 ʵ 69,915 69,915
20� 94,028 1,183,117 1,277,145 78,510 1,154,807 1,233,318
35� ʵ 8 8 ʵ 6 6
50� 344,203 1,126 345,330 335,710 878 336,589
75� ʵ 257 257 ʵ 278 278
100� 71,874 86,786 158,661 62,325 92,942 155,267
150� ʵ 1,395 1,395 700 3,128 3,829
250� ʵ 133,211 133,211 ʵ 132,628 132,628
そのଞ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
1250� ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

合　計 510,107 1,807,994 2,318,101 477,247 1,685,937 2,163,184
（஫）１ɽ信用リスクに関するΤクスϙージャーの残高には、資産（自己資本߇আとなるもの、リスク・΢Σイτのみなし計算が適用されるΤクスϙージャーに該当するもの、

証券化Τクスϙージャーに該当するものをআ͘）ならびにΦϑ・バランス取引および೿生商品取引の༩信૬当額をؚみます。
　　 ２ɽ「֨෇あり」にはΤクスϙージャーのリスク・΢Σイτ൑定において֨෇を࢖用しているもの、「֨෇なし」にはΤクスϙージャーのリスク・΢Σイτ൑定に

おいて֨෇を࢖用していないものをه載しています。なお、֨෇は適֨֨෇機関によるґཔ֨෇のみ࢖用しています。
　　 ３ɽ経ա措置によͬてリスク・΢Σイτをม更したΤクスϙージャーについては、経ա措置適用ޙのリスク・΢Σイτによͬてू計しています。また、経ա措置によͬ

てリスク・アηοτを算ೖしたものについてもू計の対৅としています。
　　 ４ɽ1250�には、ඇ同時決ࡁ取引にかかるもの、信用リスク࡟減ख法として用いる保証またはクϨジοτ・デリバティブの໔੹額にかかるもの、ॏ要な出資にか

かるΤクスϙージャーなͲリスク・΢Σイτ 1250�を適用したΤクスϙージャーがあります。
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３ɽ信用リスク࡟減ख法に関する事項

■ 信用リスク࡟減ख法に関するリスク管理の方針およびखଓの概要

　「信用リスク࡟減ख法」とは、自己資本比率算出における信用リスク・アηοτ額の算出において、Τクスϙージャー
に対してҰ定の要件を満たす୲保΍保証等がઃ定されている৔合に、Τクスϙージャーのリスク・΢Σイτに代え、
୲保΍保証人に対するリスク・΢Σイτを適用するなͲ信用リスク・アηοτ額をܰ減する方法です。
　当会では、信用リスク࡟減ख法を「自己資本比率算出規ఔ」にて定めています。
　信用リスク࡟減ख法として、「適֨金融資産୲保」、「保証」、「貸出金と自会貯金の૬ࡴ」を適用しています。
　適֨金融資産୲保෇取引とは、Τクスϙージャーの信用リスクのશ෦またはҰ෦が、取引૬खまたは取引૬खのた
めに第三者がఏڙする適֨金融資産୲保によͬて࡟減されている取引をいいます。当会では、適֨金融資産୲保取引
について、信用リスク࡟減ख法の؆ศख法を用いています。
　保証については、ඃ保証債権の債務者よりも௿いリスク・΢Σイτが適用される中ԝ੓෎等、զがࠃの地方ެஂڞ体、
地方ެஂڞ体金融機構、զがࠃの੓෎関܎機関、֎ࠃの中ԝ੓෎以֎のެڞ෦໳、ࡍࠃ開ൃۜ行、および金融機関ま
たは第Ұछ金融商品取引業者、これら以֎の主体で௕期֨෇を෇༩しているものを適֨保証人とし、Τクスϙージャー
のうͪ適֨保証人に保証されたඃ保証෦分について、ඃ保証債権のリスク・΢Σイτに代えて、保証人のリスク・΢Σ
イτを適用しています。
　たͩし、証券化Τクスϙージャーについては、これら以֎の主体で保証ఏڙ時に௕期֨෇がA� またはA3以上で、
算定ج準೔に௕期֨෇が ###� または #BB3 以上の֨෇を෇༩しているものを適֨保証人とし、Τクスϙージャーの
うͪ適֨保証人に保証されたඃ保証෦分について、ඃ保証債権のリスク・΢Σイτに代えて、保証人のリスク ŋ΢Σ
イτを適用しています。
　貸出金と自会貯金の૬ࡴについては、①取引૬खの債務௒ա、破産खଓ開࢝の決定そのଞこれらにྨする事༝にか
かΘらず、貸出金と自会貯金の૬ࡴが法తに有ޮであることを示すे分なࠜڌを有していること、②同Ұの取引૬ख
とのؒで૬ࡴ契約下にある貸出金と自会貯金をいずれの時఺においても特定することができること、③自会貯金がܧ
ଓされないリスクが、監ࢹおよび管理されていること、④貸出金と自会貯金の૬ޙࡴの額が、監ࢹおよび管理されて
いること、の条件をす΂て満たす৔合に、૬ࡴ契約下にある貸出金と自会貯金の૬ޙࡴの額を信用リスク࡟減ख法適
用ޙのΤクスϙージャー額としています。
　୲保に関する評価および管理方法は、Ұ定のルールのもと定期తに୲保確ೝおよび評価のݟ直しを行ͬています。
なお、主要な୲保のछྨは自会貯金です。
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ïø）信用リスク࡟減ख法が適用されたΤクスϙージャーの額 （単位ɿඦສԁ）

ྩ࿨̏೥౓ ྩ࿨̐೥౓
ద֨ۚ༥
୲อ࢈ࢿ อূ ΫϨδοτɾ

σϦόςΟϒ
ద֨ۚ༥
୲อ࢈ࢿ อূ ΫϨδοτɾ

σϦόςΟϒ

地方ެஂڞ体金融機構޲け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
զがࠃの੓෎関܎機関޲け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
地 方 三 ެ ࣾ ޲ け ʵ 4,389 ʵ ʵ 4,390 ʵ
金 融 機 関 お よ び 第 Ұ छ
金 融 商 品 取 引 業 者 ޲ け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

法 人 等 ޲ け 94,048 500 ʵ 52,909 1,501 ʵ
中小企業等޲けおよびݸ人޲け 5 ʵ ʵ 6 ʵ ʵ
఍ 当 権 ෇ ॅ ୐ ロ ー ン ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
ෆ ಈ 産 取 得 等 事 業 ޲ け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
三 月 以 上 延 滞 等 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
証 券 化 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
中 ԝ ਗ਼ 算 機 関 関 連 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
上 ه 以 ֎ ʵ 1,903 ʵ ʵ 3,301 ʵ

合　　　　　　　計 94,053 6,793 ʵ 52,915 9,194 ʵ
（஫）１ɽ「Τクスϙージャー」とは、リスクにさらされている資産（Φϑ・バランスをؚΉ）のことをいい、۩体తには貸出金΍有価証券等が該当します。
　　ç２ɽ「三月以上延滞等」とは、元本または利ଉのࢧ෷が約定ࢧ෷೔のཌ೔から 3か月以上延滞している債務者にかかるΤクスϙージャーおよび「金融機関および第

Ұछ金融商品取引業者޲け」、「法人等޲け」等においてリスク・΢Σイτが 150�になͬたΤクスϙージャーのことです。
　　ç３ɽ「証券化」とは、原資産にかかる信用リスクを༏ઌྼޙ構଄のあるೋ以上のΤクスϙージャーに֊૚化し、そのҰ෦またはશ෦を第三者にҠసする性࣭を有す

る取引のことです。
　　ç４ɽ「上ه以֎」には、ݱ金・֎ࠃの中ԝ੓෎および中ԝۜ行޲け・ࡍࠃ決ۜࡁ行等޲け・֎ࠃの中ԝ੓෎等以֎のެڞ෦໳޲け・ࡍࠃ開ൃۜ行޲け・取ཱ未ࡁखܗ・

未決ࡁ取引・そのଞの資産（ݻ定資産等）等がؚまれます。
　　ç５ɽ「クϨジοτ・デリバティブ」とは、第三者（ࢀ照組織）の信用リスクを対৅に、信用リスクをճආしたい者（プロテクγϣンのങいख）と信用リスクを取得

したい者（プロテクγϣンのചりख）とのؒで契約を݁び、ࢀ照組織に信用事༝（延滞・破୼なͲ）がൃ生した৔合にプロテクγϣンのങいखがചりखから
契約にجづ͘Ұ定金額をडྖする取引をいいます。

４ɽ೿生商品取引および௕期決ࡁ期ؒ取引のリスクに関する事項

■ ೿生商品取引および௕期決ࡁ期ؒ取引の取引૬खのリスクに関する�
リスク管理の方針およびखଓの概要

　「೿生商品取引」とは、その価֨（ݱ在価஋）がଞの証券・商品（原資産）の価֨にґଘして決定される金融商品（ઌ
෺、Φプγϣン、スϫοプ等）にかかる取引です。
　「௕期決ࡁ期ؒ取引」とは、有価証券等のड౉しまたは決ࡁを行う取引であͬて、約定೔からड౉೔（決ࡁ೔）ま
での期ؒが５営業೔またはࢢ৔׳行による期ؒを௒えることが約定され、取引૬खに対する有価証券等の引౉しまた
は資金のࢧ෷いをその൓対取引にઌཱͬて行う取引です。
　当会では、೿生商品取引および௕期決ࡁ期ؒ取引に関して、以下の方針にجづき管理を行ͬています。

˓೿生商品取引
　「余༟金運用方針」および「運用ج準」において、ઌ෺、Φプγϣン取引の運用࿮および１ճのߪೖݶ度額、ロスΧο
τج準等をઃ定し、保有有価証券の価֨下མリスクϔοジ、取得༧定有価証券の価֨上ঢリスクϔοジ等の目తで実
施しています。

˓௕期決ࡁ期ؒ取引
　原則行いまͤΜ。
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ïø）೿生商品取引および௕期決ࡁ期ؒ取引の内༁
該当する取引はありまͤΜ。

ïù）༩信૬当額算出の対৅となるクϨジοτ・デリバティブ
該当する取引はありまͤΜ。

ïú）信用リスク࡟減ख法のޮՌをצҊするために用いているクϨジοτ・デリバティブ
該当する取引はありまͤΜ。

５ɽ証券化Τクスϙージャーに関する事項

■ リスク管理の方針およびリスク特性の概要

　「証券化Τクスϙージャー」とは、原資産にかかる信用リスクを༏ઌྼޙ構଄のあるೋ以上のΤクスϙージャーに
֊૚化し、そのҰ෦またはશ෦を第三者にҠసする性࣭を有する取引にかかるΤクスϙージャーのことです。「࠶証
券化Τクスϙージャー」とは、原資産のҰ෦またはશ෦が証券化Τクスϙージャーである取引にかかるΤクスϙー
ジャーのことです。
　当会では、適切なリスク管理のもと、証券化取引を運用खஈのҰつとしてܧଓతな活用を図ͬています。なお、当
会は、証券をߪೖする౤資Ոの役ׂであり、ଞの役ׂ（Φリジωーλー、αーϏαー信用補׬のఏڙ者等）を୲うこ
とはありまͤΜ。また、証券化取引は、信用リスク、金利リスク、ならびに証券化Τクスϙージャーݻ有の構଄上の
特性΍ཪ෇け資産等にىҼするリスクを有しており、証券の保有額は、当会が֨෇ごとにݸผに定める保有ݶ度額内
で管理しています。

■ 体制の੔උおよびその運用状況の概要

　証券化Τクスϙージャーについてのリスク特性および構଄上の特性、ならびに証券化Τクスϙージャーのཪ෇け資
産についてのリスク特性およびその状況をܧଓతに೺Ѳするためにඞ要な体制を੔උしています。また、౤資決定時
にࢢ৔ڥ؀および౤資Ҋ件にかかるଥ当性の分ੳ・評価を行うとともに、౤資期ؒ中には定期తなϞχλリングを実
施し、౤資Ҋ件の時価評価、֨෇状況ならびにཪ෇け資産の内容等を೺Ѳし、リスク管理委員会に報ࠂしています。

■ 信用リスク・アηοτ額算出方法の名称

　証券化Τクスϙージャーにかかる信用リスク・アηοτの額の算出については、֎෦֨෇準ڌ方ࣜ、標準తख法準
用しており、いずれにも該当しない৔合は࠾方ࣜをڌ 1250ˋのリスク・΢Σイτを適用しています。

■ 証券化取引に関する会計方針

　証券化取引については、「金融商品にかかる会計ج準」および「金融商品会計に関する実務指針」にجづき会計処
理を行ͬています。
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■ 証券化Τクスϙージャーのछྨごとのリスク・΢Σイτ൑定に࢖用する適֨֨
෇機関の名称

　証券化Τクスϙージャーのリスク・΢Σイτの൑定にあたり࢖用する֨෇は、以下の適֨֨෇機関による所要の要
件を満たしたґཔ֨෇のみ࢖用し、ඇґཔ֨෇は࢖用しないこととしています。

ద֨֨෇ؔػ

会ࣾ֨෇౤資情報ηンλー（3�*）ࣜג
所（J$3）ڀݚ会ࣾ೔本֨෇ࣜג
Ϝーディーζ・インϕスλーζ・αーϏス・インク（.PPEZ`T）
4�1 グローバル・Ϩーティング 	4�1

ϑィονϨーティングスリϛテου（'JUDI）

■ 内෦評価方ࣜの概要

　当会は内෦֨෇ख法を࠾用していないため該当しまͤΜ。

■ 当会がΦリジωーλーである৔合における信用リスク・アηοτの算出対৅と
なる証券化Τクスϙージャーに関する事項

　該当する取引はありまͤΜ。

■ 当会が౤資Ոである৔合における信用リスク・アηοτの算出対৅となる証券
化Τクスϙージャーに関する事項

ïø）保有する証券化Τクスϙージャーの額 （単位ɿඦສԁ）

ྩ࿨̏೥౓ ྩ࿨̐೥౓
ূ݊ԽΤΫ
εϙʔδϟʔ

ԽΤΫ݊ূ࠶
εϙʔδϟʔ

ূ݊ԽΤΫ
εϙʔδϟʔ

ԽΤΫ݊ূ࠶
εϙʔδϟʔ

Φン・バランス

クϨジοτΧーυ༩信 ʵ ʵ ʵ ʵ
ॅ ୐ ロ ー ン ʵ ʵ ʵ ʵ
自 ಈ ं ロ ー ン 2,573 ʵ 1,546 ʵ
そ の ଞ 931 ʵ 810 ʵ
合 計 3,505 ʵ 2,356 ʵ

Φϑ・バランス

クϨジοτΧーυ༩信 ʵ ʵ ʵ ʵ
ॅ ୐ ロ ー ン ʵ ʵ ʵ ʵ
自 ಈ ं ロ ー ン ʵ ʵ ʵ ʵ
そ の ଞ ʵ ʵ ʵ ʵ
合 計 ʵ ʵ ʵ ʵ

（஫）証券化Τクスϙージャーは࠶証券化Τクスϙージャーをআいてه載し、証券化Τクスϙージャーと࠶証券化Τクスϙージャーを۠ผしてه載しています。
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ïù）リスク・΢Σイτ۠分ごとの残高および所要自己資本の額 （単位ɿඦສԁ）

ূ݊ԽΤΫεϙʔδϟʔ ԽΤΫεϙʔδϟʔ݊ূ࠶
ϦεΫɾ΢ΣΠτ

۠෼ ߴ࢒ ॴཁࣗݾ
ຊֹࢿ

ϦεΫɾ΢ΣΠτ
۠෼ ߴ࢒ ॴཁࣗݾ

ຊֹࢿ

ྩ࿨̏೥౓

Φン・バランス

0～15ˋ未満 ʵ ʵ 0～100ˋ未満 ʵ ʵ
15～50ˋ未満 3,505 28 100～250ˋ未満 ʵ ʵ
50～100ˋ未満 ʵ ʵ 250～400ˋ未満 ʵ ʵ
100～250ˋ未満 ʵ ʵ 400～1250ˋ未満 ʵ ʵ
250～400ˋ未満 ʵ ʵ 1250� ʵ ʵ
400～1250ˋ未満 ʵ ʵ
1250� ʵ ʵ

合　　計 3,505 28 合　　計 ʵ ʵ

Φϑ・バランス

0～15ˋ未満 ʵ ʵ 0～100ˋ未満 ʵ ʵ
15～50ˋ未満 ʵ ʵ 100～250ˋ未満 ʵ ʵ
50～100ˋ未満 ʵ ʵ 250～400ˋ未満 ʵ ʵ
100～250ˋ未満 ʵ ʵ 400～1250ˋ未満 ʵ ʵ
250～400ˋ未満 ʵ ʵ 1250� ʵ ʵ
400～1250ˋ未満 ʵ ʵ
1250� ʵ ʵ

合　　計 ʵ ʵ 合　　計 ʵ ʵ

ྩ࿨̐೥౓

Φン・バランス

0～15ˋ未満 ʵ ʵ 0～100ˋ未満 ʵ ʵ
15～50ˋ未満 2,356 18 100～250ˋ未満 ʵ ʵ
50～100ˋ未満 ʵ ʵ 250～400ˋ未満 ʵ ʵ
100～250ˋ未満 ʵ ʵ 400～1250ˋ未満 ʵ ʵ
250～400ˋ未満 ʵ ʵ 1250� ʵ ʵ
400～1250ˋ未満 ʵ ʵ
1250� ʵ ʵ

合　　計 2,356 18 合　　計 ʵ ʵ

Φϑ・バランス

0～15ˋ未満 ʵ ʵ 0～100ˋ未満 ʵ ʵ
15～50ˋ未満 ʵ ʵ 100～250ˋ未満 ʵ ʵ
50～100ˋ未満 ʵ ʵ 250～400ˋ未満 ʵ ʵ
100～250ˋ未満 ʵ ʵ 400～1250ˋ未満 ʵ ʵ
250～400ˋ未満 ʵ ʵ 1250� ʵ ʵ
400～1250ˋ未満 ʵ ʵ
1250� ʵ ʵ

合　　計 ʵ ʵ 合　　計 ʵ ʵ
（஫）証券化Τクスϙージャーは࠶証券化Τクスϙージャーをআいてه載し、証券化Τクスϙージャーと࠶証券化Τクスϙージャーを۠ผしてه載しています。

ïú）自己資本比率ࠂ示第 224条ฒびに第 224条の 4第 1項第 1߸および第 2߸の規定により
リスク・΢Σイτ 1250�を適用した証券化Τクスϙージャーの額�
該当する取引はありまͤΜ。
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ïû）保有する࠶証券化Τクスϙージャーに対する信用リスク࡟減ख法の適用の有ແおよび保証
人に適用されるリスク・΢Σイτの۠分ごとの内༁�
該当する取引はありまͤΜ。

６ɽΦペϨーγϣφル・リスクに関する事項

■ リスク管理の方針およびखଓの概要

　「ΦペϨーγϣφル・リスク」とは、業務のաఔ、役職員の活ಈもし͘は、γステϜがෆ適切であることまたはࡂ
等により損失をඃるリスクのことです。当会では、ΦペϨーγϣφル・リスクにؚまれるछʑのリスクのうͪ、と֐
りΘけॏ要である事務リスク管理について、事務ϛスൃ生時に଎΍かに経営૚までൃ生状況・原Ҽ等を報ࠂし、ൃ࠶
๷ࡦࢭを͡ߨる取り組み΍事務処理ݎ確化のҰॿとなる各छ要ྖ・Ϛχϡアル等の੔උをਐめ、事務ϛスൃ生の未વ
๷ࢭを図る取り組みを行ͬています。

■ ΦペϨーγϣφル・リスク૬当額の算出に࢖用するख法の名称

　当会では、自己資本比率算出におけるΦペϨーγϣφル・リスク૬当額の算出にあたり、「ૅجతख法」を࠾用し
ています。
తख法とは、1年ؒのૈ利益にૅج　 0�15 を৐͡た額の直近 3年ؒのฏۉ஋によりΦペϨーγϣφル・リスク૬当
額を算出する方法です。なお、1年ؒのૈ利益は、経常利益からࠃ債等債券ച却益・償ؐ益およびそのଞ経常収益を
合අ用ݟ債等債券ച却損・償ؐ損・償却、経අ、そのଞ経常අ用および金銭の信託運用ࠃ、আし、役務取引等අ用߇
をՃ算して算出します。

７ɽ出資そのଞこれにྨするΤクスϙージャーに関する事項

■ 出資そのଞこれにྨするΤクスϙʕジャーに関するリスク管理の方針
およびखଓの概要

　「出資そのଞこれにྨするΤクスϙージャー」とは、貸借対照表上の有価証券צ定および֎෦出資צ定のࣜגまた
は出資として計上されているものです。
　当会で保有する出資そのଞこれにྨするΤクスϙージャーは、そのଞ有価証券として۠分されるࣜגおよび֎෦出
資צ定のࣜגまたは出資として計上されているものです。

˓そのଞ有価証券として۠分されるࣜג
　そのଞ有価証券として۠分されるࣜגについては、ࢢ৔リスク管理の࿮組みの中で適切にリスク管理を行ͬていま
す。

˓֎෦出資צ定のࣜגまたは出資
　֎෦出資צ定のࣜגまたは出資については、ݸผに出資ઌ等の財務状況、当会との関Θり合い等をྀߟしたうえで、
適切にリスク管理を行ͬています。

77 78

̫ɹࣗࢿݾຊͷॆ࣮ͷঢ়گ

̫

ࣗ
ݾ
資
ຊ
ͷ
ॆ
࣮
ͷ
ঢ়
گ

資
料
編



ïø）出資そのଞこれにྨするΤクスϙージャーの貸借対照表計上額および時価 　（単位ɿඦສԁ）

ྩ࿨̏೥౓ ྩ࿨̐೥౓
ିआରরද্ֹܭ ࣌ՁධՁֹ ିआରরද্ֹܭ ࣌ՁධՁֹ

上　　　৔ 12,578 12,578 13,884 13,884
ඇ　上　৔ 89,145 89,145 89,145 89,145
合　計 101,724 101,724 103,030 103,030

（஫）「時価評価額」は、時価のあるものは時価、時価のないものは貸借対照表計上額の合計額です。

ïù）出資そのଞこれにྨするΤクスϙージャーのച却および償却にともなう損益� （単位ɿඦສԁ）

ྩ࿨̏೥౓ ྩ࿨̐೥౓
ച٫ӹ ച٫ଛ ঈ٫ֹ ച٫ӹ ച٫ଛ ঈ٫ֹ

249 83 0 149 27 0

ïú）貸借対照表でೝࣝされ損益計算書でೝࣝされない評価損益の額
（保有目త۠分をそのଞ有価証券としているࣜג・出資の評価損益等） （単位ɿඦສԁ）

ྩ࿨̏೥౓ ྩ࿨̐೥౓
ධՁӹ ධՁଛ ධՁӹ ධՁଛ

1,885 729 2,857 442

ïû）貸借対照表および損益計算書でೝࣝされない評価損益の額
（子会ࣾ・関連会ࣾࣜגの評価損益等）

　ç　該当する評価損益の額はありまͤΜ。

８ɽリスク・΢Σイτのみなし計算が適用されるΤクスϙージャーに関する事項
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位ɿඦສԁ）

ྩ࿨̏೥౓ ྩ࿨̐೥౓

ルοクスルー方ࣜを適用するΤクスϙージャー 76,180 80,046
Ϛンデーτ方ࣜを適用するΤクスϙージャー 㽎 㽎
֖વ性方ࣜ（250ˋ）を適用するΤクスϙージャー 㽎 㽎
֖વ性方ࣜ（400ˋ）を適用するΤクスϙージャー 㽎 㽎
ϑΥールバοク方ࣜ（1250ˋ）を適用するΤクスϙージャー 㽎 㽎
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９ɽ金利リスクに関する事項

■ 金利リスクに関するリスク管理の方針およびखଓの概要

　「金利リスク」とは、金融機関の保有する資産・ෛ債のうͪ、ࢢ৔金利にӨڹをडけるもの（ྫえ͹貸出金、有価証券、
貯金等）が、金利มಈに൐い損失をඃるリスクのことで、۩体తには資産とෛ債の金利または期ؒのϛスϚονがଘ
在している中で金利がมಈすることにより、利益が௿下ないし損失をඃるリスクです。
　当会におけるリスク管理方針およびखଓきについては以下のとおりです。

˓リスク管理および計ଌの対৅とする金利リスクのߟえ方およびൣғに関するઆ໌
　当会では、金利リスクをॏ要なリスクのҰつとしてೝࣝし、適切な管理体制のもとでଞのࢢ৔リスクとҰ体తに管
理をしています。

˓リスク管理およびリスクの࡟減の方針に関するઆ໌
　当会は、リスク管理委員会のもと自己資本に対する *33## の比率の管理を行ͬています。また、収ࢧγϛϡϨーγϣ
ンの分ੳを行いリスク࡟減に౒めています。

˓金利リスク計ଌのස度
　ຖ月末をج準೔として、月次で *33## を計ଌしており、当݁Ռをリスク管理委員会、理事会および経営管理委員会
に報ࠂしております。

■ 金利リスクの算定ख法の概要

　当会では、経ࡁ価஋ϕースの金利リスクྔ（᷎&7&）については、金利ײԠϙジγϣンにかかるج準೔時఺のイー
ルυΧーブにجづき計算されたωοτݱ在価஋と、標準తな金利γϣοクを༩えたイールυΧーブにجづき計算され
たωοτݱ在価஋のࠩにより算出しており、金利γϣοクの෯は、上方ύラϨルγϑτ、下方ύラϨルγϑτ、スティー
プ化の3γφリΦによる金利γϣοク（௨՟ごとにҟなるγϣοク෯）を適用しております。

˓ྲྀಈ性貯金にׂり当てられた金利改定のฏۉ満期
　ྲྀಈ性貯金にׂり当てられた金利改定のฏۉ満期は0�96年です。

˓ྲྀಈ性貯金にׂり当てられた࠷௕の金利改定満期
　ྲྀಈ性貯金にׂり当てられた࠷௕の金利改定満期は5年です。

˓ྲྀಈ性貯金への満期のׂり当て方法	コア貯金Ϟデル等
およびそのલఏ
　ྲྀಈ性貯金への満期のׂり当て方法については、金融ிが定める保守తなલఏを࠾用しています。

΍定期貯金のૣ期解約に関するલఏࡁલฦݶ定金利貸出の期ݻ˓
。していまͤΜྀߟ΍定期貯金のૣ期解約についてࡁલฦݶ定金利貸出の期ݻ　

˓ෳ数の௨՟のू計方法およびそのલఏ
　௨՟ผに算出した金利リスクの正஋を合算しています。௨՟ؒの૬関等はྀߟしていまͤΜ。
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˓スプϨουに関するલఏ	計算にあたͬてׂ引金利΍Ωャογϡ・ϑローにؚめるかͲうか

　Ұ定のલఏを置いたスプϨουをྀߟしてΩャογϡ・ϑローをల開しています。なお、当該スプϨουは金利ม
ಈγϣοクのઃ定上はෆมとしています。

˓内෦Ϟデルの࢖用等、᷎&7&および᷎/**にॏେなӨڹをٴ΅すそのଞのલఏ
　内෦Ϟデルは࢖用しておりまͤΜ。

˓લ事業年度末の開示からのมಈに関するઆ໌
　᷎&7&のલ事業年度末からのมಈ要Ҽは、運用資産の残高減গによるものです。

˓計ଌ஋の解ऍ΍ॏ要性に関するそのଞのઆ໌
　該当ありまͤΜ。

■ ᷎&7&および᷎/**以֎の金利リスクを計ଌしている৔合における、当該金利リ
スクに関する事項

˓金利γϣοクに関するઆ໌
　リスク資本配ො管理として7B3で計ଌするࢢ৔リスクྔを算定しています。

˓金利リスク計ଌのલఏおよびそのҙຯ（特に、農協法自己資本開示ࠂ示にجづ͘定ྔత開示の対৅となる᷎&7&およ
び᷎/**とେき͘ҟなる఺）
　特ஈありまͤΜ。

■ 金利リスクに関する事項
　　（単位ɿඦສԁ）

*33##�ɿۚརϦεΫ
᷎&7& ᷎/ᶗᶗ

ྩ࿨̏೥౓ ྩ࿨̐೥౓ ྩ࿨̏೥౓ ྩ࿨̐೥౓

上方ύラϨルγϑτ 62,581 50,353 4,486 4,938
下方ύラϨルγϑτ 0 0 3 2
スティープ化 44,261 33,324
ϑラοτ化
୹期金利上ঢ
୹期金利௿下
େ஋࠷ 62,581 50,353 4,486 4,938

ྩ࿨̏೥౓ ྩ࿨̐೥౓
自己資本の額 128,804 129,250

（஫）１ɽ「᷎&7&」とは、金利リスクのうͪ、金利γϣοクに対する経ࡁత価஋の減গ額として計ଌされるものをいいます。
　　ç２ɽ「᷎/ⅠⅠ」とは、金利リスクのうͪ、金利γϣοクに対する算出ج準೔から12か月を経աする೔までのؒの金利収益の減গ額として計ଌされるものをいいます。
　　ç３ɽ「上方ύラϨルγϑτ」とは、௨՟およびকདྷの期ؒごとに、当該௨՟および当該কདྷの期ؒにԠ͡た算出ج準೔時఺のリスクϑリー・Ϩーτに、ผに定める

ύラϨルγϑτに関する金利มಈ෯をՃえる金利γϣοクをいいます。
　　ç４ɽ「下方ύラϨルγϑτ」とは、௨՟およびকདྷの期ؒごとに、当該௨՟および当該কདྷの期ؒにԠ͡た算出ج準೔時఺のリスクϑリー・Ϩーτに、ผに定める

ύラϨルγϑτに関する金利มಈ෯にϚイφス 1を৐͡て得た数஋をՃえる金利γϣοクをいいます。
　　ç５ɽ「スティープ化」とは、௨՟およびকདྷの期ؒごとに、当該௨՟および当該কདྷの期ؒにԠ͡た算出ج準೔時఺のリスクϑリー・Ϩーτに、ผに定める算ࣜを

用いて得た金利มಈ෯をՃえる金利γϣοクをいいます。
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